
第５回 新人症例発表会 開催のご報告 
 

研修理学療法教育部 部 長 元石光裕 

                                  副部長 中川泰慈 

 

2024 年度、第 5 回新人症例発表会を開催しました。どの支部も多くのご発表、ご参加をいただ

き、活発なディスカッションが行われました。開催の様子をご報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会場は熱気にあふれていました！（北支部）  ＷＥＢスタッフ打ち合わせ中の一コマ（中支部） 

 

 

 

 熱い！ 

 リフレクションの様子です！ 

 （北支部） 

 

 

 

それでは、各支部の開催概要と優秀演題（敬称略）です。実践を形にしたみなさま、おめでとうご

ざいます！ 優秀演題に限らず、ぜひ大阪学会や専門学会でのご発表をご検討ください。 

 

 

 

 

 

各支部の優秀演題をご報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●逆 V 字型高位脛骨骨切り術を施行し、膝伸展筋力、アーチ機能低下に着目した一症例 大阪回生病院  今川智就 

●両鼠経部痛症候群を呈した陸上短距離選手の走動作に着目した一症例        本町 N クリニック  野口美也 

●骨盤・下肢の運動連鎖の破綻によりアキレス腱周囲炎が生じたと考えられる一症例  本町 N クリニック  櫻井正信 

●脳幹梗塞発症後に運動失調を呈した一症例 ～歩行変動性に着目して～        森之宮病院  仲祐里 

●外側 UKA 後に生じた外側伸張性低下によってしゃがみ込み動作が困難となった一例 

あびこ駅前つじもと整形外科医院  濱﨑春日 

●舌状型を呈した踵骨骨折患者 ～歩行効率向上に向けた介入～            大阪回生病院  脇谷美香 

●アルツハイマー型認知症の超高齢心不全患者において、BPSD と付随する“HR 上昇” 

により離床が難渋した症例 ～行動変容技法（行動療法）による介入〜        JCHO 大阪病院  赤井滉基 

●多発脳梗塞発症後に体幹機能の向上は得られたが、注意障害により移乗獲得が困難であった症例 

森之宮病院 芝野航大 

 

1月 26日（日） ＷＥＢ（ＬＩＶＥ） 主幹：阿倍野区理学療法士会 

発表 52演題 参加者 192名（登録者） 
中支部 



 

 

 

 

 

各支部の優秀演題をご報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【最優秀演題】 

●頚椎症性脊髄症術後の患者に対して筋電図を用いて選定した歩行形態による介入で ADL が改善した一症例 

愛仁会リハビリテーション病院 森本このみ 

【優秀演題】 

●トレンデレンブルグ歩行を呈した症例に対して屋内独歩自立を目標に介入した一例 

北大阪ほうせんか病院 小川紘加 

●転倒恐怖感が強い腰椎圧迫骨折患者に対し MFES による評価を用いて介入した症例     巽今宮病院 西城由紀乃 

●脳卒中片麻痺患者に対するウェルウォーク介入が移乗動作の介助量軽減に繋がった 1 例 

                                                       彩都リハビリテーション病院 西村葵 

●運動療法・患者教育により墓参りを目指した重症心不全患者における一例      北大阪ほうせんか病院 元木涼平  

●認知症の周辺症状に難渋した大腿骨頸部骨折患者に対する ADL 自立へ向けた関わり    千里中央病院 茂木こすも 

●距骨骨折後、長期免荷期間を経て独歩獲得を目指した外来リハビリの一例              茨木医誠会病院  中村駿介 

●脳梗塞患者に対して、Gait Judge System を用いて治療用装具を選定したことにより歩行能力が改善した一症例 

                                                                  愛仁会リハビリテーション病院  伊藤有希菜 

●前立腺癌術後に尿失禁と股関節内転筋の筋力低下を呈した症例                  白石クリニック  及川航世 

●延髄梗塞患者に対し下肢装具や歩行様式の選択が自立度に関与した一症例                  協和会病院  中俣健登  

●関節鏡下内側半月板制動術と高位脛骨骨切り術を併用した症例～階段降段に着目して～ 第二東和会病院 浅野陽菜 

●身体機能向上、自己効力感向上により病棟での活動範囲拡大を図ることができた一症例  みどりヶ丘病院 中村栞 

２月９日（日） 大阪人間科学大学 主幹：箕面市理学療法士会 

発表 63演題 参加者 201名 
北支部 

●ジャンプ着地時に足関節底屈筋力低下により足関節背屈時痛を生じたとされる一症例   Ｎクリニック 小笠原楓華 

●右脛腓骨骨幹部粉砕骨折術後，歩行獲得した一症例                  堺若葉会病院 杉江勇斗 

●骨盤マルアライメントやマルユースがみられた腰椎椎間板症の一症例          N クリニック 洪春香 

●右足関節骨折の既往症が関連したと推察された腰椎症の一症例             N クリニック 横田楓夏 

●左肩腱板損傷に対して保存療法を施行した一症例～肩関節屈曲動作に着目して～     佐野記念病院 森川瀬名 

●脳梗塞片麻痺患者の膝関節伸展機能向上にて歩行速度が上昇した一症例         河崎病院 齊藤秀 

●部分的な荷重練習の反復により歩行能力が向上した脳卒中患者の一症例         阪南市民病院 田中敏幹 

 

２月９日（日）関西医療大学・ＷＥＢ 主幹：熊取町理学療法士会 

発表 29演題 参加者 102名 
南支部 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各支部では、主幹士会・実行委員会の先生方に、大変なご尽力をいただきました。きっと地域の中

での新人育成につながったものと思います。改めて感謝申し上げます。 

 

さて、生涯学習センターでは、2025 年度も第 6 回新人症例発表会を開催いたします。 

主幹士会は下記の通りです。 

 

北支部：摂津市理学療法士会 

中支部：西区理学療法士会 

東支部：守口市理学療法士会 

南支部：岸和田市理学療法士会 

 

それぞれの案内は６月頃までに、生涯学習センターHP に掲載されます。みなさま、どうぞ奮って

演題のエントリー、ご参加をご検討ください！ 引き続き、地域の中で育ちあっていきましょう！ 

 

●感染・脱臼を繰り返し人工股関節再再々置換術を施行した一症例         星ヶ丘医療センター 横井望優 

●右被殻出血患者に対し、環境調整とシーティングを行い離床時間が拡大した一症例 城山病院 佐藤朱里 

●手術回避を希望する変形性膝関節症患者における疼痛軽減および関節保護を目的とした運動恐怖への介入 

                                       喜馬病院 樋口聖龍 

●歩行開始時の重心移動を体幹側屈で代償していた左大腿骨転子部骨折術後患者 

―股関節と足部の位置関係に着目した介入―                  摂南総合病院 坂下潤治 

●右橈骨遠位端骨折、右脛骨高原骨折を呈した一症例               藤本病院 新海元希  

●重度感覚障害と運動麻痺を呈した症例 ~感覚代償と装具療法を併用して~            畷生会脳神経外科病院 友田功樹 

●手指屈曲拘縮に対して掌側板と側副靭帯に着目して、超音波画像診断装置を用いた評価と治療を試みた一症例 

                                       わだ整形外科クリニック 楠見航生 

●上腕骨近位骨端線損傷を呈した投球障害に対し、肩甲帯だけでなく全身的に介入を行った症例 

運動器ケアしまだ病院 影山直樹 

●左被殻出血により右片麻痺を呈し歩行獲得を目指した症例            畷生会脳神経外科病院 佐藤尚希 

●Knee-spine syndrome を有する両膝 OA に対し左 TKA を施行した症例 

―膝アライメントの変化が脊椎アライメント及び歩行機能に与える影響―     八尾徳洲会総合病院 安藤丸 

●大腿外側の痛みに対して脊柱アライメントに着目した脊柱管狭窄の一症例     運動器ケアしまだ病院 藤本康平 

●発症時運動性失語、上下肢中等度運動障害を呈した視床出血患者の自宅退院に向けた介入 

畷生会脳神経外科病院 久米花波 

 

関西福祉科学大学 2月 11日（祝） 主幹；羽曳野市理学療法士会 

発表 54演題 参加者 154名 

東支部 


